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鍬形薫斎「江戸一目図扉風」

この扉風は､津山藩絵師鋭灘器が文化6年(1809)に、
江戸の全貌を詳細に描いた烏臓図である。

江戸城、諸大端の臆敷、神社仏閣などの建造物は正確に描

寧され、また〃f風上方遥かに寓土山を仰ぎ、手前の隅Ⅱl川は

夕映えの江戸沈に注ぐ。曲がりくねった通りには、武士や町

人など様々な人物が軽妙に描かれており、江戸の町の喧喋が

聞こえてくるようである。

鍬形葱斎は江戸時代後期の純紬で､宝暦１１年(1761）
江戸に生まれた(明和元年とする説もある)。はじめ浮世絵師
きたおしげ麦ざ堂さよし

の北尾璽政に師‘j#し､北重政美と鞘乗ったが､寛政６年(1794）
つぐざね

に津山藩に?{し抱えられ、鍬形葱斎と改名、後に更に紹典と

改めた。文政７年（1824）没。

江戸の町を描いたこれほどの作舶は他にないため、江)『ブ

ームと言われる!|１で、今、日本'↑!の｢lがこの江戸－１１図俳風

に注がれている。
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